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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• 関連資料, vii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, viii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上を担当し、専門知識を持つデータセンター管理者を主な対象にして
います。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

用途テキストの種類

タブのタイトル、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、[ ]で
囲んで表記しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイン

タイトルも、[ ]で囲んで表記しています。

GUI要素
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用途テキストの種類

マニュアルのタイトルは、このフォント（例：this font）で示していま
す。

マニュアルタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでシステムが表示するテキ

ストは、このフォント（例：this font）で示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、このフォン

ト（例：this font）で示しています。
システム出力

CLIコマンドのキーワードは、このフォント（例：this font）で示して
います。

CLIコマンドの変数は、このフォント（例：this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス

安全に関する重要な注意事項

このマークのある手順では危険があることを意味しています。身体に損傷を及ぼす危険性が

あります。事故防止のため、電気回路に関わる危険に留意し、標準的な手順を確認した上で

作業してください。本文書の翻訳については、各項目末尾の番号によって本機付属の翻訳版

に対応しています。

本文書は保存してください。

警告

関連資料

UCS のマニュアルのロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手できる『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

Microsoft Hyper-V マニュアル

MicrosoftHyper-V用のCisco仮想マシンファブリックエクステンダ（VM-FEX）向けに次のマニュ
アルがあります。

• Microsoft Hyper-Vを使用した仮想化の詳細については、『Technical Documentation Download
for System Center 2012 – Virtual Machine Manager』（http://www.microsoft.com/en-us/download/
details.aspx?id=6346）を参照してください。

• Microsoft SCVMMの詳細については、『System Center Virtual Machine Manager Engineering
Blog』（http://blogs.technet.com/b/scvmm/archive/2013/11/25/
adopting-network-virtualization-part-i.aspx）を参照してください。
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他のマニュアルリソース

BシリーズとCシリーズのすべてのドキュメントが格納された ISOファイルは、次のURLから入
手できます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821このペー
ジで、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは、ドキュメントのメジャーリリースの後に更新されます。

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Twitterで Cisco UCS Docsをフォローしてください。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次のURLで、毎月
更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規およ
び改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Twitterで Cisco UCS Docsをフォローしてください。
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第 1 章

概要

この章は、次の内容で構成されています。

• 仮想化の概要, 1 ページ

• Cisco Virtual Machineファブリックエクステンダの概要, 2 ページ

• 仮想インターフェイスカードアダプタでの仮想化, 2 ページ

• Single Root I/O Virtualization, 2 ページ

• Hyper-V用 VM-FEX, 3 ページ

仮想化の概要
仮想化により、同一の物理マシン上で隣り合いながら分離して実行する複数の仮想マシン（VM）
を作成できます。

各仮想マシンは、仮想ハードウェア（メモリ、CPU、NIC）の独自のセットを持ち、その上でオペ
レーティングシステムと十分に設定されたアプリケーションがロードされます。オペレーティン

グシステムは、実際の物理ハードウェアコンポーネントに関係なく、一貫性があり正常なハード

ウェア一式を認識します。

仮想マシンでは、物理サーバ間でのプロビジョニング、移動を迅速に行うために、ハードウェア

とソフトウェアの両方が単一のファイルにカプセル化されます。仮想マシンは 1つの物理サーバ
から別のサーバへ数秒で移動することができ、メンテナンスのためのダウンタイムを必要とせず、

途切れることのない作業負荷を集約します。

仮想ハードウェアは、多数のサーバ（それぞれのサーバは独立した仮想マシン内で実行する）を

単一の物理サーバ上で実行できるようにします。仮想化の利点は、コンピューティングリソース

をより適切に使用でき、サーバ密度を高め、サーバの移行をスムーズに行えることです。
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Cisco Virtual Machine ファブリックエクステンダの概要
仮想サーバの実装は、1つの物理サーバのゲストとして実行される 1つまたは複数の VMで構成
されます。ゲスト VMは、ハイパーバイザまたは仮想マシンマネージャ（VMM）と呼ばれるソ
フトウェアレイヤによってホストされ管理されます。通常、ハイパーバイザは各VMで仮想ネッ
トワークインターフェイスを示し、VMから他のローカル VMまたは別のインターフェイスへの
外部ネットワークへのトラフィックのレイヤ 2スイッチングを実行します。

Cisco Virtual Interface Card（VIC）アダプタと連携して、Cisco仮想マシンファブリックエクステ
ンダ（VM-FEX）はファブリックインターコネクトの外部ハードウェアベーススイッチング用の
ハイパーバイザによって、VMトラフィックのソフトウェアベースのスイッチングをバイパスし
ます。この方法により、サーバのCPU負荷を軽減し、高速スイッチングを行い、ローカルおよび
リモートトラフィックに豊富なネットワーク管理機能セットを適用することができます。

VM-FEXは IEEE 802.1Qbhポートエクステンダアーキテクチャを VMに拡張するために、各 VM
インターフェイスに仮想 Peripheral Component Interconnect Express（PCIe）デバイスとスイッチ上
の仮想ポートを提供します。このソリューションにより、VMインターフェイス上で、正確なレー
ト制限と QoS（Quality of Service）保証が可能になります。

仮想インターフェイスカードアダプタでの仮想化
Cisco VICアダプタは、単一 OSの導入と VMベースの導入の両方に対応するように設計された統
合型ネットワークアダプタ（CNA）です。 VICアダプタは、最大 128個の仮想ネットワークイ
ンターフェイスカード（vNIC）を含む、静的または動的な仮想化インターフェイスをサポートし
ます。

VICアダプタは、VM-FEXをサポートし、仮想マシンインターフェイスとの間の、トラフィック
のハードウェアベースのスイッチング機能を提供します。

Single Root I/O Virtualization
単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）により、さまざまなゲストオペレーティングシステムを実行
している複数の VMが、ホストサーバ内の単一の PCIeネットワークアダプタを共有できるよう
になります。 SR-IOVでは、VMがネットワークアダプタとの間で直接データを移動でき、ハイ
パーバイザをバイパスすることで、ネットワークのスループットが増加しサーバのCPU負荷が低
下します。最近の x86サーバプロセッサには、SR-IOVに必要なダイレクトメモリの転送やその
他の操作を容易にする、Intel VT xテクノロジーなど、チップセットの拡張機能が搭載されていま
す。

SR-IOV仕様では、次の 2つのデバイスタイプが定義されています。

•物理的な機能（PF）：基本的にスタティック vNICである PFは、SR-IOV機能を含む完全な
PCIeデバイスです。 PFは、通常の PCIeデバイスとして検出され、管理され、設定されま
す。単一 PFは、一連の仮想関数（VF）の管理および設定を提供できます。
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•仮想機能（VF）：ダイナミック vNICと同様に、VFはデータ移動に必要な最低限のリソー
スを提供する、完全または軽量の仮想PCIeデバイスです。VFは直接的には管理されず、PF
を介して配信および管理されます。 1つ以上の VFを 1つの VMに割り当てることができま
す。

SR-IOVは、PCI標準の開発および管理が公認されている業界組織である Peripheral Component
Interconnect Special Interest Group（PCI-SIG）によって定義および管理されています。 SR-IOVの詳
細については、次の URLを参照してください。

http://www.intel.com/content/www/us/en/pci-express/pci-sig-sr-iov-primer-sr-iov-technology-paper.html

SR-IOVをサポートするハイパーバイザには、KVMLinuxとMicrosoftHyper-Vが含まれています。

次のシスコ仮想インターフェイスカードはVM-FEXを使用する SR-IOVをサポートしています。

• Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS仮想インターフェイスカード 1280

• Cisco UCS仮想インターフェイスカード 1240

• Cisco UCS仮想インターフェイスカード 1225

Hyper-V 用 VM-FEX

Microsoft SCVMM のアーキテクチャを使用した Cisco UCS VM-FEX につ
いて

Cisco UCS ManagerとMicrosoft SCVMMの統合により、Microsoft仮想化プラットフォームで
VM-FEXテクノロジーを利用できます。Microsoft SCVMMがネットワークスタックのセットアッ
プに使用するネットワークオブジェクトは、このアーキテクチャを使用して Cisco UCSMで設定
されます。Microsoft SCVMMは、Cisco UCSMによって作成されたネットワークオブジェクトを
消費し、VMをホストしているMicrosoft Hyper-Vホストにそれらを展開します。

Hyper-Vでの仮想接続には、SR-IOVテクノロジーが使用されています。仮想マシンのインター
フェイスは仮想機能にマッピングされます。Cisco UCSのリリース 2.1では SR-IOVのサポートが
追加され、Microsoft Hyper-Vホストへの VM-FEXの展開が可能になりましたが、VMネットワー
クの管理が一元化されていませんでした。リリース 2.2(1)ではMicrosoft SCVMMとの管理プレー
ンの統合が向上し、Hyper-VホストのVMネットワーク管理が一元化されました。この展開では、
Cisco VICアダプタで使用可能な SR-IOVテクノロジーを活用して、Cisco UCSファブリックイン
ターコネクトが VMへ対応可能になります。
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Microsoft SCVMMアーキテクチャを使用した Cisco UCS VM-FEXについては、次の主要コンポー
ネントを参照してください。

図 1：Microsoft SCVMM アーキテクチャを使用した Cisco UCS VM-FEX

Cisco UCSM

Cisco UCSMはサービスプロファイルを展開し、その展開の一部としてベアメタルをプロビジョ
ニングします。Hyper-Vホストのサービスプロファイルのネットワーク設定を行う際に、管理者
は SR-IOVのサポートが有効であることを確認する必要があります。ネットワーク管理者はネッ
トワークオブジェクト（VLANやCisco UCSMのポートプロファイルなど）を定義します。これ
らのオブジェクトは、ファブリックインターコネクト（FI）のNX-OSにプッシュされます。サー
バ管理者はMicrosoft SCVMMに Cisco UCSプロバイダープラグインをインストールします。

Microsoft SCVMM

Cisco UCSプロバイダープラグインにより、Microsoft SCVMMは Cisco UCSMからネットワーク
オブジェクトを取得し、それらをネイティブで使用したり、Hyper-Vホストに展開したりできま
す。ホストグループに追加されるホストは、Cisco UCSMがサービスプロファイルを使用して展
開したサーバと同じです。また、Microsoft SCVMMは Cisco UCSMで設定されているネットワー
ク構成をプルして Hyper-Vホストにプッシュします。 Hyper-Vホストに論理スイッチを展開する
と、ドライバ拡張がそのホストにプッシュされます。

CiscoUCSVM-FEXフォワーディング拡張は、Hyper-Vホスト上に配備されたドライバ拡張の一種
です。これによって、FIへのパケット転送と FIでのスイッチングが確実に実行されます。 FIは
VMのすべてのMACアドレスを認識します。VM-FEXフォワーディング拡張ドライバはMicrosoft
SCVMMから構成を取得し、ホストで稼動している VNICの vEthに対するプロビジョニングを
NX-OSに指示します。

ダイナミックVM-FEXvEthリンクプロビジョニングは、Hyper-VホストとNX-OS間の接続です。
VMがオンライン状態または VMに電源が入ると、ネットワークカードが Cisco VICプロトコル
を使用して VIC接続を送信し、VMは FIに動的に接続します。
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Hyper-V ホスト

Microsoft Hyper-Vは、x86-64ハードウェアプラットフォームに対応したWindows Server 2012以
降のリリース向け仮想化パッケージです。 Hyper-Vは x86ハードウェア仮想化拡張（たとえば、
IntelVT-x）を使用して、ユーザスペースプロセスとしてVMをホストするハイパーバイザを実装
します。

VM-FEX for Hyper-Vの使用では、ハイパーバイザはVMトラフィックのスイッチングは実行され
ません。ハイパーバイザは、装着されているVICアダプタと連携し、インターフェイスの仮想化
プログラムとして次の機能を実行します。

• VMから VICに向かうトラフィックについては、インターフェイス仮想化プログラムが送信
元 vNICを識別し、その vNICによって生成された各パケットへの VICによる明示的なタグ
付けを可能にします。

• VICから受信したトラフィックについては、インターフェイス仮想化プログラムがパケット
を指定して vNICに渡します。

すべてのスイッチングは外部ファブリックインターコネクトによって実行されます。外部ファブ

リックインターコネクトは、物理ポート間だけでなく、VMのvNICに対応する仮想インターフェ
イス（VIF）間でのスイッチングも行うことができます。

ネットワーク用語

ネットワークオブジェクトの詳細については、以下のMicrosoftネットワーク用語を参考にしてく
ださい。

論理スイッチ

論理スイッチはMicrosoftのネイティブ分散仮想スイッチ（DVS）です。仮想スイッチをインスタ
ンス化するためのテンプレートです。ネイティブスイッチを定義して、それに拡張を加えること

ができます。これはスイッチ拡張と呼ばれています。

ファブリックネットワーク

ファブリックネットワークは、複数のサイトにわたるネットワークセグメント（VLAN）から構
成される論理ネットワークです。ファブリックネットワークには 1つ以上のネットワークサイ
トを含めることができます。

ネットワークサイト

ネットワークサイトはサイト固有のネットワークセグメントから構成されます。ファブリック

ネットワーク定義（FND）とも呼ばれます。ネットワークサイトには 1つ以上のネットワーク
セグメントを含めることができます。

ネットワークセグメント

ネットワークセグメントは、VMネットワーク定義（VMND）とも呼ばれます。VLANと IPプー
ルから構成されています。
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VM ネットワーク

VMネットワークはネットワークセグメントを参照します。 VMを接続できるネットワークとし
てテナントにより使用されます。 VMネットワークはテナント側から見たネットワークです。

仮想ポートプロファイル

仮想ポートプロファイルは、vNICの QoS/SLAを定義するプロファイルです。

アップリンクポートプロファイル

アップリンクポートプロファイルには、pNICに割り当てられているネットワークセグメントの
リストが含まれています。

参照先

ネットワークオブジェクトの詳細については、『ConfiguringLogicalNetworking inVMMOverview』
（http://technet.microsoft.com/en-us/library/jj721568.aspx）を参照してください。
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第 2 章

Cisco UCS Manager でのネットワークオブ
ジェクトの設定

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco UCSMとMicrosoft SCVMMを使用したワークフローについて , 7 ページ

• Hyper-Vホストのサービスプロファイルのネットワーク設定, 8 ページ

• VLANの設定, 9 ページ

• IPプールの設定, 9 ページ

• ファブリックネットワークの設定, 10 ページ

• ネットワークサイトの設定, 11 ページ

• ネットワークセグメントの設定, 11 ページ

• ネットワークセグメントへの VMネットワークの関連付け, 12 ページ

• SCVMMプロバイダーの作成 , 12 ページ

• 論理スイッチの設定, 13 ページ

• アップリンクポートプロファイルの設定 , 13 ページ

• 仮想ポートプロファイルの作成, 14 ページ

• プロファイルクライアントの作成, 15 ページ

Cisco UCSM と Microsoft SCVMM を使用したワークフロー
について

Cisco UCSMとMicrosoft SCVMMを使用したワークフローの全体について、以下に順を追って説
明します。
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1 Hyper-Vホストのサービスプロファイルのネットワーク設定を行います。
2 VLANと IPプールを設定します。
3 ファブリックネットワークセット、ファブリックネットワーク、ネットワークサイト、ネッ

トワークセグメントを設定します。

4 ネットワークセグメントに VMネットワークを関連付けます。
5 Microsoft SCVMMプロバイダーを作成します。
6 論理スイッチを作成します。

7 アップリンクポートプロファイル（UPP）を設定します。
8 仮想ポートプロファイル（VPP）を作成します（Microsoft用のポート分類など）。
9 仮想ポートプロファイル（VPP）のポートプロファイルクライアントを作成し、Microsoft

SCVMMプロバイダー下に作成された論理スイッチを選択します。
10 SCVMMに Cisco UCSプロバイダープラグインをインストールします。
11 プロバイダーに VSEMインスタンスを作成します。プロバイダーは Cisco UCSMからすべて
のネットワーク定義を取得します。ユーザは定期的アップデートのポーリングをスケジュール

できます。

12 SCVMMで論理スイッチを作成し、[Enable single root I/O virtualization (SR-IOV)]をオンにして、
Cisco UCSMの論理スイッチを拡張機能として追加します。適切なアップリンクポートプロ
ファイルと仮想ポートプロファイルを選択します。

13 SCVMMで VMネットワークを作成し、ドロップダウンメニューからネットワークセグメン
トを選択します。

14 SCVMMに Hyper-Vホストを接続します。
15 Hyper-Vホストに論理スイッチを展開します。
16 SCVMMでVMインスタンスを作成します。VMネットワークとポート分類にVMNICを割り
当てます。

17 VMに電源を入れ、VMに eNICドライバをロードします。 eNICドライバにより、Cisco UCS
ファブリックインターコネクトとのネットワークリンクが確立されます。ファブリックイン

ターコネクトは、割り当てられているポートプロファイルのプロパティに従ってポート分類を

適用します。

18 Cisco UCSM GUIで VM vNICを確認します。

Hyper-V ホストのサービスプロファイルのネットワーク
設定

Cisco UCSクラスタで使用する Hyper-Vホストの前提条件として、まず、サービスプロファイル
のネットワーク設定を行います。GUIの [Modify vNIC]ウィンドウで、スタティック vNICに対す
るダイナミック vNIC接続ポリシーを設定します。

• [Adapter Performance Profile]パネルで、スタティック vNICの [SRIOV]アダプタポリシーを
選択します。

• [Connection Policies]パネルで、使用する 1つ以上のスタティック vNICに対する [Dynamic
vNIC]接続ポリシーを選択します。
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• [Connection Policies]パネルで、[Add]をクリックしてダイナミック vNIC接続ポリシーを作成
します。新しいウィンドウが開きます。

•ダイナミック vNICのアダプタポリシーとして [windows]を選択します。

•ダイナミック vNICの数を指定します。

• [OK]をクリックします。

このセクションで説明している手順を完了すると、vNICでSR-IOVが有効になります。ポリシー
の設定の詳細については、ポリシーの設定, （29ページ）を参照してください。

VLAN の設定
VLAN作成の詳細については、お客様が使用しているUCSMのバージョンに応じたGUIコンフィ
ギュレーションガイドを参照してください。

IP プールの設定
[VM]タブを使用して、IPプールを設定します。 IPプールはMicrosoft SCVMMで使用され、Cisco
UCSMでは使用されません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [IP Pools]を右クリックし、[Create IP Pool]オプションを選択します。
[Create IP Pool]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Define Name and Description]パネルで、IPプールの名前を入力します。

ステップ 5 （任意） IPプールの説明を入力します。

ステップ 6 IPプールのNetBiosモードを有効にするには、[NetBios Mode]フィールドで [Active]オプションを
選択します。 NetBiosモードを有効にしない場合は、[Not-Active]オプションを選択します。

ステップ 7 [Supports DHCP]フィールドで、DHCPサーバからDHCP IPアドレスを取得する場合は [Supported]
オプションを選択し、そうでない場合は、[Not-Supported]オプションを使用してスタティック IP
プールを選択します。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Create IP Pool]ウィンドウで [Add]をクリックし、IPプールの有効な DNSサフィックスを追加し
ます。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 [Next]をクリックします。
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[IPV4 WINS Servers]ウィンドウが開きます。

ステップ 12 [IPV4 WINS Servers]フィールドに、WINSサーバの有効な IPアドレスを追加します。

ステップ 13 [Next]をクリックします。
[Add IPV4 Blocks]ウィンドウが開きます。

ステップ 14 [Add]をクリックします。
[Create Block of IPV4 Addresses]ウィンドウが開きます。

IPv4と IPv6のどちらのプールもサポートされていますが、それらを同時に共存させる
ことはできません。 IPアドレスの複数のブロックはサポートされません。

（注）

ステップ 15 [From]フィールドに、有効な IPアドレスを入力します。

ステップ 16 [Size]フィールドに、ブロックのサイズを入力します。

ステップ 17 [Subnet Mask]フィールドに、有効な IPアドレスを入力します。

ステップ 18 [Default Gateway]フィールドに、有効な IPアドレスを入力します。

ステップ 19 [Subnet Mask]フィールドに、有効な IPアドレスを入力します。

ステップ 20 （任意） [Primary DNS]と [Secondary DNS]フィールドに、有効な IPアドレスを入力します。

ステップ 21 [Add IPV4 Blocks]ウィンドウで [OK]をクリックします。

ステップ 22 [Create a Block of IPV4 Addresses]ウィンドウで [Next]をクリックします。

ステップ 23 [Finish]をクリックします。
IPプールが正常に作成されたことが [Create IP Pool]メッセージウィンドウに表示されます。

ステップ 24 メッセージウィンドウで [OK]をクリックします。
設定した IPプールが Cisco UCSM GUIに表示されます。

ファブリックネットワークの設定
[VM]タブを使用して、ファブリックネットワークを設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 左側のパネルで [Fabric Network]を右クリックし、[Create Fabric Network]オプションを選択しま
す。

[Create Fabric Network]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 ファブリックネットワークの名前を入力します。

ステップ 5 （任意） ファブリックネットワークの説明を入力します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。
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ネットワークサイトの設定
[VM]タブでネットワークサイトを設定します。

手順

ステップ 1 [Create Fabric Network]ウィンドウで、[Network Site]パネルの [ADD]をクリックします。 [Add a
Network Site]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [Name]フィールドにネットワークサイトの名前を入力します。

ステップ 3 （任意） [Description]フィールドにネットワークサイトの説明を入力します。

ステップ 4 [Network Segment]ペインで [Add]をクリックし、ネットワークセグメントをネットワークサイト
に関連付けます。

ネットワークサイトには多数のネットワークセグメントを設定できます。ネットワークサイト

には、標準と隔離のいずれのVLANを備えたネットワークセグメントも含めることができます。
同じネットワークサイトに属する一方のネットワークセグメントに分離 VLANがある場合、も
う一方のネットワークセグメントは隔離 VLANを備えることができません。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
ネットワークサイトが Cisco UCSM GUIに表示されます。

ネットワークセグメントの設定
[VM]タブでネットワークセグメントを設定します。

手順

ステップ 1 [Add a Network Site]ウィンドウで、[Network Segments]パネルの [ADD]をクリックします。
[Add a Network Segment]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ネットワークセグメントの名前を入力します。

ステップ 3 （任意） ネットワークセグメントの説明を入力します。

ステップ 4 ネットワークセグメントの最大ポート数を入力します。

ステップ 5 ドロップダウンリストからネットワークセグメントに VLANを追加します。
Microsoft SCVMMの制約上、ネットワークセグメントごとに 1つの VLANと 1つ IPプールのみ
を選択できます。

ステップ 6 ドロップダウンリストからネットワークセグメントの IPプールを選択します。
ネットワークセグメントが仮想マシンに割り当てられている場合、ネットワークセグ

メントの IPプールの属性を変更すると、SCVMMに悪影響が及ぶことがあります。こ
のオブジェクトを変更する前に、それが仮想マシン（電源が入っていない仮想マシンも

含む）で使用されていないことを確認してください。

（注）
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

ネットワークセグメントへの VM ネットワークの関連付
け

ネットワークセグメントに VMネットワークを関連付けます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VM Network]を右クリックし、[Create Virtual Network]オプションを選択します。
[Create Virtual Network]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [Name]フィールドに、仮想ネットワークの名前を入力します。

ステップ 5 （任意） [Description]フィールドに、VMネットワークの説明を入力します。

ステップ 6 VMネットワークの関連付け先となるネットワークセグメントが含まれているファブリックネッ
トワークを選択します。

ステップ 7 ネットワークセグメントを選択します。 SCVMMの制約上、VMネットワークは 1つのネット
ワークセグメントにのみ関連付けることができます。

VMネットワークのネットワークセグメント属性と論理ネットワーク属性が仮想マシン
に割り当てられている場合、それらを変更するとSCVMMに悪影響が及ぶことがありま
す。ネットワークセグメント属性や論理ネットワーク属性を変更する前に、それらが

仮想マシン（電源が入っていない仮想マシンも含む）で使用されていないことを確認し

てください。

（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。
VMネットワークが [Cisco UCS Manager GUI]ウインドウに表示されます。

SCVMM プロバイダーの作成
SCVMMプロバイダーを作成します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Microsoft]をクリックします。

ステップ 4 [Create SCVMM Provider]をクリックします。

ステップ 5 SCVMMプロバイダーの名前を入力します。

ステップ 6 （任意） SCVMMプロバイダーの説明を入力します。

ステップ 7 サーバの IPアドレスを入力します。制約上、このフィールドには DNSホスト名を入力できませ
ん。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

論理スイッチの設定
論理スイッチを設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Microsoft]でSCVMMプロバイダーインスタンスを右クリックし、[Create Logical Switch]オプショ
ンを選択します。

[Create Logical Switch]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Name]フィールドに論理スイッチの名前を入力します。

ステップ 5 （任意） [Description]フィールドに論理スイッチの説明を入力します。

ステップ 6 [Create Logical Switch]ウィンドウで [OK]をクリックします。
論理スイッチが正常に作成されたことがメッセージウィンドウに示されます。新たに作成された

論理スイッチが Cisco UCSM GUIに表示されます。

アップリンクポートプロファイルの設定
[VM]タブを使用して、アップリンクポートプロファイルを設定します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Microsoft]で既存の論理スイッチインスタンスを右クリックし、[Create an Uplink Port Profile]を
クリックします。

ステップ 4 [Create Uplink Port Profiles]ウィンドウで、アップリンクポートプロファイルの名前を入力しま
す。

ステップ 5 （任意） アップリンクポートプロファイルの説明を入力します。

ステップ 6 アップリンクポートプロファイルにネットワークサイトを追加します。

ネットワークサイトが仮想マシンに割り当てられている場合、そのネットワークサイ

トをアップリンクポートプロファイルに追加したり、そこから削除すると、SCVMM
に悪影響が及ぶことがあります。このオブジェクトを変更する前に、それが仮想マシ

ン（電源が入っていない仮想マシンも含む）で使用されていないことを確認してくださ

い。

（注）

ステップ 7 [OK]をクリックします。
これで、Cisco UCSM GUIで SCVMMプロバイダーと論理スイッチ設定を表示できるようになり
ました。

仮想ポートプロファイルの作成
[VM]タブを使用して、仮想ポートプロファイルを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Port Profiles]をクリックします。

ステップ 4 ポートプロファイルの名前を入力します。

ステップ 5 （任意） ポートプロファイルの説明を入力します。

ステップ 6 （任意） ドロップダウンリストから [QoS policy]を選択します。

ステップ 7 （任意） ドロップダウンリストから [Network Control]ポリシーを選択します。

ステップ 8 ポートプロファイルの最大ポート数を入力します。

ステップ 9 （任意） [Host Network IO performance]モードは SR-IOVではサポートされません。 [None]を選
択します。

ステップ 10 （任意） ドロップダウンリストから [Pin Group]を選択します。

ステップ 11 Microsoft Hyper-Vの [Type]として [SLA Only]を設定します。
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ポートプロファイルの作成時に、タイプとして [SLA Only]を設定すると、そのポート
プロファイルは仮想ポートプロファイルになります。 [SLA Only]ポートプロファイル
に対して VLANは選択できません。

（注）

ステップ 12 [OK]をクリックします。

プロファイルクライアントの作成
[Create Profile Client]ウィンドウを使用して、ポートプロファイルクライアントを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Port Profiles]をクリックします。

ステップ 4 ポートプロファイルを選択し、[Create Port Profile Client]オプションを右クリックして選択しま
す。

[Create Profile Client]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Name]フィールドに、ポートプロファイルクライアントの名前を入力します。

ステップ 6 （任意） [Description]フィールドに、ポートプロファイルクライアントの説明を入力します。

ステップ 7 [Distributed Virtual Switch]フィールドで論理スイッチを選択します。このフィールドでは、特定
の論理スイッチまたはすべての論理スイッチを選択することができます。選択した論理スイッチ

の設定は、[Microsoft]->[SCVMM provider]->[Logical switch]で行います。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
プロファイルクライアントが正常に作成されたことがメッセージウィンドウに表示されます。

プロファイルクライアントが論理スイッチに接続されます。
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第 3 章

Microsoft SCVMM の設定

この章は、次の内容で構成されています。

• Microsoft SCVMMの依存関係について, 17 ページ

• SCVMMへのシスコプロバイダープラグインのインストール, 18 ページ

• VSEMインスタンスの作成, 19 ページ

• SCVMMでの論理スイッチの作成, 20 ページ

• （オプション）VM用の IPプールの適用, 21 ページ

• SCVMMでの VMネットワークの作成, 22 ページ

• ホストサーバのオペレーティングシステムのインストール, 22 ページ

• VM-FEX for Hyper-V用のシスコドライバおよびユーティリティの取得, 23 ページ

• PFドライバおよび VM-FEXスイッチドライバのインストール, 23 ページ

• Microsoft SCVMMへの Hyper-Vホストの接続, 24 ページ

• Windows Server 2012のホスト側の設定の確認, 25 ページ

• Hyper-Vホストへの論理スイッチの展開, 26 ページ

• SCVMMでの VMの作成, 27 ページ

• Cisco UCSM GUIでの VM vNICの確認, 28 ページ

Microsoft SCVMM の依存関係について
Microsoft SCVMMをインストールする際は、以下のMicrosoft SCVMMの依存関係を参照してくだ
さい。

• Active Directory（AD）サービス（2008または 2012）
ADドメインコントローラには次のサービスが必要です。
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◦ AD DNS

◦ AD DHCP（オプション）

• SCVMMデータストア用のMSSQLデータベース（MSSQL 2008以降）

◦ SQLコマンドラインユーティリティ

◦ Windowsアセスメント &デプロイメントキット（ADK 8.0）

「Error while enabling Windows feature: Netfx3」というエラー
メッセージが表示された場合は、管理者として次のコマンドを実行します。

C:\> dism /online /enable-feature /featurename:netfx3 /all /source:d:\sources\sxs。
d:\sources\sxsはコンピュータの DドライブにマッピングされているWindows
インストールフォルダです。

（注）

SCVMM へのシスコプロバイダープラグインのインストー
ル

シスコプロバイダープラグインは、CiscoUCSMからMicrosoft SCVMMにネットワークオブジェ
クトをプルします。Microsoft SCVMMにシスコプロバイダープラグインをインストールするに
は、次の手順を実行します。

はじめる前に

シスコプロバイダープラグインをインストールするには、次の要件を満たしている必要がありま

す。

• SCVMMサーバがホストと同じドメインに属していること。

•ホストに eNICドライバがインストールされていること。

•管理者アカウントが有効であること。

SCVMMサーバを立ち上げる前提条件については、Microsoftのマニュアル（http://
technet.microsoft.com/en-us/library/gg610617.aspx）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco UCSM VSEMプロバイダーパッケージをインストールします。たとえば、ローカルドライ
ブからMicrosoft SCVMMにCiscoProviderUCSMInstaller_1.1.14をインストールします。インストー
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ラは ISOイメージの Installersディレクトリにあります（例：
ucs-bxxx-drivers\Windows\Installers\Cisco）。

インストールが完了すると、Cisco UCSMの [VSEM Provider Package Setup]ウィンドウが開きま
す。

ステップ 2 [Finish]をクリックして、セットアップウィザードを終了します。

VSEM インスタンスの作成
Cisco UCSMプラグインをインストールした後、SCVMM GUIを起動します。Microsoft SCVMM
GUIで Virtual Switch Extension Manager（VSEM）のインスタンスを追加します。

手順

ステップ 1 Microsoft SCVMMGUIで [Fabric]をクリックし、[Networking]の下にある [Switch ExtensionManagers]
を右クリックして、[Add Virtual Switch Extension Manager]を選択します。
[Add Virtual Switch Extension Manager]ウィンドウが開きます。拡張マネージャの接続設定を入力
します。

ステップ 2 左フレームの [General]タブで、[Manufacturer]フィールドのドロップダウンリストから拡張マネー
ジャの製造元を選択します（例：Cisco Systems, Inc）。

ステップ 3 [Model]フィールドで、拡張マネージャのモデルを選択します（例：Cisco UCSM 2.2）。

ステップ 4 [Provider]フィールドで、拡張マネージャの設定プロバイダーを選択します（例：Cisco UCSM
Provider）。

ステップ 5 [Connection String]フィールドに Cisco UCSMの IPアドレスを入力します（例：10.2.2.2）。

ステップ 6 [Run as Account]フィールドの [Browse]をクリックします。 [Select Run as Account]ウィンドウが
開きます。 [Run as Account]タブをクリックします。

ステップ 7 [Name]フィールドで、[Run as Account]の名前を入力します。

ステップ 8 [Run as Account]のユーザ名とパスワードを入力します。
これは Cisco UCSMのユーザ名とパスワードです。

ステップ 9 パスワードを確認します。

ステップ 10 [Validate Domain Credentials]チェックボックスをオンにします。

ステップ 11 [OK]をクリックします。
[Select a Run as Account]ウィンドウにアカウントが表示されます。新しいアカウントを作成する
か、手動でクレデンシャルを指定できます。

ステップ 12 [Next]をクリックします。

ステップ 13 左フレームの [Host Groups]タブで、Virtual Switch ExtensionManagerを使用できるホストグループ
を選択します。

ステップ 14 [Next]をクリックします。

ステップ 15 左フレームの [Summary]タブで、設定を確認し、[Finish]をクリックします。
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[Jobs]ウィンドウで、操作のステータスを確認します。タスクが完了すると、VirtualSwitchExtension
Manager（VSEM）に Cisco UCSMが追加されます。

ステップ 16 SCVMM GUIで Cisco UCSMを選択し、[Refresh]をクリックします。
Cisco UCSMから SCVMMにネットワークオブジェクトがプルされます。 SCVMMごとに 1つの
Cisco UCSMのみサポートされます。

既知の問題：SCVMMで VSEMを更新すると、無害のエラーが発生することがありま
す。次のようなエラーが表示されます：Error (2606) Unable to perform the job because one
or more of the selected objects are locked by another job

いずれのネットワークセグメントも変更しないようにしてください。Microsoftではそ
のような変更をサポートしていません。いずれのネットワークファブリックやネット

ワークサイトも変更しないようにしてください。ファブリックネットワークツリーを

大幅に変更することも避けてください。

（注）

SCVMM での論理スイッチの作成
論理スイッチには、データセンターのホスト全体にわたって仮想スイッチの動作を制御する設定

情報が含まれています。論理スイッチを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Microsoft SCVMMGUIで、[Networking]の下にある [Logical Switches]をクリックし、[Create Logical
Switch]オプションを選択します。 [Create Logical SwitchWizard]ウィンドウが開きます。左フレー
ムの [Getting Started]タブに、論理スイッチを作成するための情報と前提条件が表示されます。

ステップ 2 [Next]をクリックします。

ステップ 3 [General]タブで、論理スイッチの名前を入力します。

ステップ 4 （任意） 論理スイッチの説明を入力します。

ステップ 5 [Enable Single Root I/O Virtualization (SR-IOV)]）オプションをオンにします。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 フィルタリング拡張はフォワーディング拡張と併用できないため、[Extensions]タブの [Microsoft
Windows Filter]オプションをオフにします。これはMicrosoftに関連する制約です。

ステップ 8 論理スイッチで使用する [Virtual Switch Extensions]を選択します。フォワーディング拡張として
論理スイッチを選択します。このオブジェクトは Cisco UCSMから取得されます。

ステップ 9 [Next]をクリックします。

ステップ 10 [Uplink]タブで、[Add]をクリックします。 [Add Uplink Port Profile]ウィンドウが開きます。

ステップ 11 [Uplink Port Profile]を選択します。

ステップ 12 [OK]をクリックします。

ステップ 13 [Next]をクリックします。

ステップ 14 [Virtual Port]タブで、[Add]をクリックします。 [Add Virtual Port]ウィンドウが表示されます。
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論理スイッチのポートプロファイルクライアントが作成済みの場合、このウィンドウにはポート

プロファイルと共に論理スイッチの名前が表示されます。

ステップ 15 [Port Classification]フィールドで [Browse]をクリックし、デフォルトの SR-IOVポートプロファイ
ルを選択します。

ステップ 16 論理スイッチとそれに関連するポートプロファイルを選択します。

ステップ 17 [Include a virtual network adapter port profile in this virtual port.]オプションを選択します。

ステップ 18 ネイティブの仮想ネットワークアダプタポートプロファイルとして SR-IOVプロファイルを選択
します。

ステップ 19 [OK]をクリックします。
[Virtual Port]タブに SR-IOVポートプロファイルが表示されます。

ステップ 20 [Next]をクリックします。

ステップ 21 左フレームの [Summary]タブをクリックし、設定を確認します。

ステップ 22 [Finish]をクリックします。
SCVMM GUIに、論理スイッチ、アップリンクポートプロファイル、ポート分類が表示されま
す。

（オプション）VM 用の IP プールの適用
VM用の IPプールを適用します。この手順は任意です。

手順

ステップ 1 Microsoft SCVMM GUIで、[Library]をクリックし、[Templates]メニューから [VM Templates]を選
択して、[Create VMTemplate]を右クリックします。Microsoft SCVMMGUIで [Create VMTemplate
Wizard]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [Browse]をクリックし、新しい VMテンプレートのソースを選択します。

ステップ 3 [OK]をクリックします。

ステップ 4 [VM Template Name]フィールドに VMテンプレートの名前を入力します。

ステップ 5 （任意） [Description]フィールドに VMテンプレートの説明を入力します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ウィザードの指示に従って、VMテンプレートを作成します。

ステップ 7 このテンプレートをソースとして使用し、VMをインストールします。
ホストを選択して、特定のネットワークアダプタの仮想マシン設定を確認すると、論理ネット

ワークに関する Cisco UCSMの設定が SCVMMにプルされます。このテンプレートを使用して、
VM用の IPプールを適用できます。

IPプールの設定方法については、Microsoft SCVMMのマニュアルを参照してくださ
い。

（注）
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SCVMM での VM ネットワークの作成
VMネットワークを設定します。

手順

ステップ 1 Microsoft SCVMM GUIで [VMs and Services]をクリックし、[VM Networks]を右クリックして、
[Create VM Network]を選択します。Microsoft SCVMM GUIで [Create VM Network Wizard]ウィン
ドウが開きます。

ステップ 2 [Name]タブで、VMネットワークの名前を指定します。

ステップ 3 （任意） [Description]タブで、VMネットワークの説明を指定します。

ステップ 4 ドロップダウンリストから論理ネットワークを選択します。

論理ネットワークは、Cisco UCSM側で作成されるファブリックネットワークです。

ステップ 5 [Next]をクリックします。
CiscoUCSM側でファブリック・ネットワーク用に作成されたVMネットワークが表示されます。

ステップ 6 [Isolation]タブで、VMネットワークの分離を設定します。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Settings]タブで、VMネットワークの設定を行います。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。
Microsoft SCVMM GUIに VMネットワークが表示されます。

VMネットワークがある場合は、それを 1つのネットワークセグメント対してのみ指定
できます。オフライン状態の VMがあり、それらが特定の VMネットワークを使用し
ている場合は、VMネットワークの関連付けを変更しないでください。関連付けの変更
は、VMが削除された場合にのみ行うことができます。

（注）

ホストサーバのオペレーティングシステムのインストー

ル

はじめる前に

Windows 2012 Server Hyper-Vのインストールの詳細については、Microsoft Windows 2012 Serverの
マニュアルを参照してください。
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手順

ステップ 1 ホストサーバにWindows 2012 Server Hyper-Vをインストールします。

ステップ 2 Windows Server Managerを開きます。

次の作業

シスコドライバおよびユーティリティをインストールします。

VM-FEX for Hyper-V 用のシスコドライバおよびユーティリ
ティの取得

手順

ステップ 1 シスコサポートサイトから、Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル ISO
ファイルをダウンロードします。

Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドルには、VM-FEX for Hyper-V用のド
ライバ、インストールユーティリティ、Cisco UCSプロバイダープラグインが含まれています。

ステップ 2 Cisco UCS Manager KVM設定では、サーバからアクセスのための仮想メディアとしてソフトウェ
アバンドル ISOファイルをマウントします。

ステップ 3 ホストサーバから、ISOファイルのディレクトリCSCO_VIO_INSTALLER_versionを開きます。
ディレクトリ名の versionにリリースバージョン番号を入力します。たとえば、リリース 2.2(1)
のディレクトリ名は CSCO_VIO_INSTALLER_2.4.22となります。

ステップ 4 VM-FEX for Hyper-Vのインストールと設定に関する最新情報については、readme.txtファイルを
開き、読みます。

PF ドライバおよび VM-FEX スイッチドライバのインス
トール

Cisco VIOドライバおよびユーティリティをインストールするには、ホストサーバで次の手順を
実行します。

Cisco UCS Manager VM-FEX for Hyper-V GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
   OL-26742-02-J 23

Microsoft SCVMM の設定
VM-FEX for Hyper-V 用のシスコドライバおよびユーティリティの取得



Cisco VM-FEXスイッチドライバは、ホスト上に最初に SRIOV対応スイッチが作成されたと
きに、SCVMMによってインストールされます。

（注）

はじめる前に

Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル ISOファイルはサーバにマウント
する必要があります。

手順

ステップ 1 ホストサーバの Powershellで、マウントされた ISOファイルの内容の
CSCO_VIO_INSTALLER_versionディレクトリを開きます。

ステップ 2 管理者として、CSCO_VIO_INSTALLER_64_version.msiを実行します。
コマンド名の versionにリリースバージョン番号を入力します。たとえば、リリース 2.2(1)のコ
マンド名は CSCO_VIO_INSTALLER_64_2.4.22.MSIとなります。

ステップ 3 [Typical]または [Custom]インストールを選択できます。 [Typical]インストールを選択すると、
eNICと fNICのドライバがインストールされます。 [Custom]インストールを選択した場合は、次
の手順を実行します。

ステップ 4 必要に応じて、ドライバリストを表示するには、[VIO drivers]を展開します。

ステップ 5 [VIC iSCSI dump]をクリックし、[Entire feature will be unavailable]を選択します。
インストールは、iSCSIドライバが選択解除されていないと失敗する可能性がありま
す。

注意

ステップ 6 [VICVM-FEXForwarding Extension]をクリックし、[Entire feature will be unavailable]を選択します。
VICVM-FEXフォワーディング拡張ドライバが選択解除されていないと、インストールに
失敗することがあります。 VIC VM-FEXフォワーディング拡張は、論理スイッチの展開
の一部として SCVMM 2012から導入されます。

注意

ステップ 7 [VIC Teaming]をクリックし、[Entire feature will be unavailable]を選択します。

ステップ 8 [VICManagement]をクリックし、[Entire feature will be unavailable]を選択します。

ステップ 9 [Next]をクリックし、ドライバをインストールする手順を実行します。

Microsoft SCVMM への Hyper-V ホストの接続
Microsoft SCVMMに Hyper-Vホストを追加します。

はじめる前に

次の前提条件を参照してください。

• OSをインストールします。
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•ドライバを更新します。

• SCVMMと同じドメインにホストを移動します。

•ファイアウォールを無効にします。

手順

ステップ 1 Microsoft SCVMM GUIで、[All Hosts]をクリックし、[Add Hyper-V Hosts and Clusters]オプション
を右クリックして選択します。

[Add Resource Wizard]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [Credentials]タブで、[Run as Account]に詳細を入力します。

ステップ 3 [Next]をクリックします。

ステップ 4 [Discovery Scope]タブで、[Computer Name]ペインにホスト名を追加します。
ホストが検出されます。

ステップ 5 [Target Resources]タブで、ホストを選択し、[Next]をクリックします。
選択されたサーバで Hyper-Vのロールが有効になっていない場合、SCVMMは、ホスト追加プロ
セスの一部としてそれらのサーバでロールを有効にします。これにより、サーバが再起動します。

いずれかのサーバで再起動が保留されていた場合は、それらのサーバも再起動します。

ステップ 6 [OK]をクリックして作業を続行します。

ステップ 7 [Host Settings]タブで、選択したホストをホストグループに割り当てます。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Migration Settings]タブで、現在のストレージ移行設定を選択し、[Next]をクリックします。
現在のストレージ移行のデフォルト値は 2です。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。
仮想マシンホストがMicrosoft SCVMMGUIに追加されます。ホストがMicrosoft SCVMMに追加
されると、SCVMMとホスト間の接続が確立します。ホストを接続する際は、管理インターフェ
イスを使用してください。ホストを追加すると、警告メッセージが表示され、指定されたホスト

の既知のストレージアレイに対してマルチパス I/Oが有効になっていないことが示されます。こ
れは、Microsoftに関連する既知の問題です。推奨処置：SCVMMを使用してストレージをプロビ
ジョニングする場合は、マルチパス I/O機能を追加して、ホストで使用されるストレージアレイ
に対してマルチパス I/Oを有効にします。

Windows Server 2012 のホスト側の設定の確認
以下のガイドラインを参考にして、Windows Server 2012のホスト側の設定を確認してください。

•ホストをドメインに追加します。ドメインにホストを追加するには、ドメインホストのア
カウントに管理者権限が必要です。

• Windows Server 2012用の Cisco eNICドライバのガイドラインは次のとおりです。
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Cisco eNICドライバは、サポート対象のオペレーティングシステムとCisco UCS仮想イ
ンターフェイスカード間の通信を円滑にするインターフェイスです。

◦

◦ハイパーバイザと VMに対しては同じドライバが使用されます。

•サービスプロファイルで、アダプタに対する SR-IOVダイナミック接続ポリシーを設定しま
す。

• Hyper-Vのロールは、SCVMMにホストが追加された時点で有効になります。

•フォワーディング拡張ドライバは、SCVMMで論理スイッチが作成される際にホストにイン
ストールされます。

Hyper-V ホストへの論理スイッチの展開
SCVMMにホストを追加した後は、論理スイッチを作成して、それをホストに接続する必要があ
ります。ホストを接続すると、SCVMMからホストに拡張ドライバがインストールされます。

はじめる前に

データパスのインターフェイスが論理スイッチに対して有効になっていることを確認して、ホス

トを更新します。

手順

ステップ 1 SCVMMの [Host]タブで、[Properties]をクリックします。
選択したホストの [Properties]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Microsoft SCVMM GUIの [Hardware]タブをクリックします。
使用可能なインターフェイス（ネットワークアダプタ）がペインに表示されます。管理インター

フェイスを選択し、インターフェイスの詳細を表示します。インターフェイスはさまざまな論理

スイッチに接続されています。

ステップ 3 どの論理ネットワーク接続にも関連付けられていないインターフェイスを選択し、論理スイッチ

に接続します。

ステップ 4 Microsoft SCVMM GUIの [Virtual Switches]タブをクリックします。

ステップ 5 [New Virtual Switch]をクリックし、[New Logical Switch]オプションを選択します。

ステップ 6 [Logical Switch]フィールドで、ドロップダウンリストから論理スイッチを選択します。

ステップ 7 [Physical Adapters]パネルで、最初の物理アダプタを選択します。
論理スイッチを選択すると、その論理スイッチに応じたアップリンクポートプロファイルが自動

的に選択されます。複数のアップリンクポートプロファイルがある場合は、論理スイッチの作

成プロセスで、論理スイッチに対して 1つのアップリンクポートプロファイルを選択できます。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
同じインターフェイスが複数のスイッチで使用されている場合は、メッセージウィンドウが表示

され、SCVMMによる変更の適用中は、ホストの接続が一時的に中断される可能性があることが
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示されます。これにより、進行中のその他のネットワーク操作が悪影響を受ける場合がありま

す。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
論理スイッチが Hyper-Vホストに接続されます。

SCVMM での VM の作成
SCVMMで VMを作成し、論理スイッチと VMネットワークをVM vNICに接続します。

手順

ステップ 1 SCVMMGUIでホストを右クリックし、[Create Virtual Machine]オプションを選択します。 [Create
Virtual Machine Wizard]ウィンドウが開きます。仮想マシン（VM）を作成し、ハードウェア設定
手順を実行します。

VMを設定するにはいくつかの方法があります。詳細については、Microsoftのマニュ
アルを参照してください。

（注）

ステップ 2 [Configure Hardware]タブで、VMのネットワークアダプタを選択します。

ステップ 3 右側の [Connectivity]パネルで、[Connected to a VMnetwork]フィールドの [Browse]をクリックし、
先ほど作成した VMネットワークを選択します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

ステップ 5 [MAC Address]フィールドで、MACアドレスのタイプを選択します。
MACアドレスは [Dynamic]または [Static]に設定できます。

MACアドレスプールに対してはMicrosoftの推奨設定を使用してくださ
い。

（注）

ステップ 6 [Port Profile]フィールドで、ポート分類として [SR-IOV]を選択します。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Select Destination]タブで、[Place the virtual machine on a host]オプションを選択し、[Destination]と
して [All Hosts]を選択します。

ステップ 9 [Next]をクリックします。

ステップ 10 宛先ホストが強調表示されます。 [Next]をクリックします。

ステップ 11 [Configure Setting]タブで、仮想マシンの設定を確認し、[Next]をクリックします。

ステップ 12 [Add Properties]タブで、設定を確認し、[Next]をクリックします。

ステップ 13 [Summary]タブで、設定を確認し、[Start the virtual machine after deploying it ]オプションをオンに
します。

ステップ 14 [Create]をクリックします。
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VMネットワークが作成され、GUIに表示されます。警告メッセージが表示され、SR-IOVスイッ
チの仮想アダプタの帯域幅を設定できないことが示されます。推奨処置：ネイティブ仮想ポート

プロファイルをチェックし、問題を修正して再試行します。

ステップ 15 GUIで VMを選択し、[Properties]をクリックします。

ステップ 16 設定した VMのプロパティを確認します。

ステップ 17 VMの設定が完了したら、VMに eNICドライバをインストールします。

Cisco UCSM GUI での VM vNIC の確認
Cisco UCSM GUIで仮想マシンの作成状態を確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Virtual Machines]を展開し、VMが GUIに表示されることを確認します。 [General]タブのフィー
ルドで vNICのプロパティを確認します（[Name]、[MACaddress]、[ProfileName]、[VMNDName]、
[Status of the vNIC]フィールドなど）。
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付録 A
ポリシーの設定

この章は、次の内容で構成されています。

• ダイナミック vNIC接続ポリシーの設定, 29 ページ

• SR-IOVのカスタムイーサネットアダプタポリシーの作成, 33 ページ

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの設定

ダイナミック vNIC 接続ポリシー

Hyper-Vまたは KVMクラスタなどの SR-IOVトポロジでは、仮想関数（VF）はダイナミック
vNICの代わりになります。 VFは基本的にはダイナミック vNICの制限付きバージョンであ
り、VFのすべてのシステム通信と設定は、関連する物理的な機能（PF）によって実行されま
す。

（注）

ダイナミック vNIC接続ポリシーは、VMとダイナミック vNICの間の接続を設定する方式を決定
します。 VMがインストール済みでダイナミック vNICが設定された VICアダプタを使用してい
るサーバを含む Cisco UCSドメインには、このポリシーが必要です。

イーサネットアダプタポリシー

各ダイナミック vNIC接続ポリシーには、イーサネットアダプタポリシーが含まれており、ポリ
シーを含むサービスプロファイルに関連付けられた任意のサーバに対して設定できる vNICの数
を指定します。

Hyper-Vでは、Windowsという名前の定義済みイーサネットアダプタポリシーを使用します。
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サーバの移行

ダイナミック vNICが設定されているサーバを、VMotionまたはその他の移行ツールを使用し
て移行すると、vNICが使用するダイナミックインターフェイスで障害が発生し、によってそ
の障害が通知されます。

サーバが復旧すると、はサーバに新しいダイナミック vNICを割り当てます。ダイナミック
vNIC上のトラフィックを監視している場合、監視元を再設定する必要があります。

（注）

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの作成
ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create Dynamic vNIC Connection Policy]
を選択します。

ステップ 5 [Create Dynamic vNIC Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明Name

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

動的 vNIC接続ポリシー名の値として「default」を指
定しないでください。 Cisco UCS Managerは、
「default」を参照している空のポリシーを自動的に解
決します。静的 vNICのみが定義されたサービスプロ
ファイルまたはサービスプロファイルテンプレート

は、存在する場合に、自動的にポリシー「default」を
参照します。動的 vNIC接続ポリシー名に「default」
を指定した場合、それらのサービスプロファイルまた

はサービスプロファイルテンプレート上で予期しな

い動的 vNICが作成されることがあります。

（注）

[名前]フィールド
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説明Name

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

このポリシーの影響を受けるダイナミック vNICの数。

0～ 256の整数を入力します。デフォルト値は 54です。

システムコンポーネントが、この vNIC数を 256未満
に制限する場合があります。

（注）

[Number of Dynamic vNICs]
フィールド

このポリシーと関連付けられるアダプタプロファイル。すでに

存在しているプロファイルだけが、このドロップダウンリスト

に表示されます。

[Adapter Policy]ドロップダウン
リスト

ダイナミック vNICはCiscoUCSで常に保護されますが、優先す
るファブリックがある場合は、このフィールドを使用してそれ

を選択できます。次のいずれかを選択できます。

• [Protected Pref A]：Cisco UCSはファブリックAを使用しよ
うとしますが、必要に応じてファブリック Bにフェール
オーバーします。

• [Protected Pref B]：Cisco UCSはファブリックBを使用しよ
うとしますが、必要に応じてファブリック Aにフェール
オーバーします。

• [Protected]：CiscoUCSは使用可能なファブリックを使用し
ます。

[Protection]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 確認のダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの変更
ダイナミック vNIC接続ポリシーを変更できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 変更するポリシーを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを展開し、変更するポリシーをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 次の 1つ以上のフィールドを変更します。

説明Name

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と

条件についての情報を含めることを推奨しま

す。

[説明]フィールド

このポリシーの影響を受けるダイナミックvNIC
の数。

[Number of Dynamic vNICs]フィールド

このポリシーと関連付けられるアダプタプロ

ファイル。すでに存在しているプロファイルだ

けが、このドロップダウンリストに表示されま

す。

[Adapter Policy]ドロップダウンリスト

[Name]フィールドなどの、ポリシーの他のプロパティは変更できません。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの削除
ダイナミック vNIC接続ポリシーを削除できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

VM 上のダイナミック vNIC プロパティの表示
VMでダイナミック vNICプロパティを表示できます。

はじめる前に

VMが動作可能である必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで [All]を展開します。

ステップ 3 [Virtual Machines]を展開します。

ステップ 4 ダイナミック vNICが含まれている仮想マシンを展開します。

ステップ 5 ダイナミック vNICを選択します。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
[Properties]領域に vNICプロパティが表示されます。

SR-IOV のカスタムイーサネットアダプタポリシーの作
成

定義済み [SRIOV]イーサネットアダプタポリシーは最大 32個の CPUスレッドをサポートしま
す。サーバに 32個を超えるCPUスレッドがある場合、この手順を実行してCPUスレッド数に等
しい割り込み数をサポートするカスタムアダプタポリシーを作成し、指定する必要があります。

アダプタポリシーの作成の詳細については、の「Configuring EthernetAdapter Policies」を参照して
ください。
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領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックしま
す。

ヒント

はじめる前に

サーバによって使用される CPUスレッド数を判別します。 [Equipment] > [Chassis] > [Servers]に移
動し、[Servers]テーブルでサーバの [Threads]見出しを表示すると、この情報を取得できます。

手順

ステップ 1 別のメニューから [Create Ethernet Adapter Policy]を直接開いた場合、ステップ 6に進みます。

ステップ 2 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 3 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 5 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy]を選択します。

ステップ 6 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

説明Name

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）と _（アンダースコア）以外の特殊文字やスペースは使
用できません。また、オブジェクトを保存した後は、この名前

を変更できません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

ステップ 7 [Resources]領域で、次に示すように値を設定します。

設定Name

1送信キュー

256Ring Size

4受信キュー
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設定Name

512Ring Size

5Completion Queues

サーバによって使用される CPUスレッド数を
入力します。

割り込み

ステップ 8 [Options]領域で、次に示すように値を設定します。

設定Name

イネーブルAll offload settings

イネーブルRSS

5秒Fallback Timeout

MSIXInterrupt Mode

MinInterrupt Coalescing Type

125マイクロ秒Interrupt Timer

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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